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＜編集日：R1 2019.7.31> 

PiPA5756D 用デュアル I2C コントローラ 

I2C Dual Controller for PiPA5756D 

製作マニュアル 
＜注意＞ 

本キットをつかって生じた感電、火災等の一切のトラブルについては、当方は責任を負いませんのでご了承

ください。また、基板、回路図、マニュアル等の著作権は放棄していませんので、その一部あるいは全体を

無断で第３者に対して使用することはできません。また仕様は予告なく変更する場合があります。 

 

１．はじめに 
本基板は PiPA5756D （TI 社の TAS5756 を 2 個搭載した Raspberry Pi 接続あるいは PCM 接続用の Dクラス

アンプ基板）を１枚あるいは２枚接続可能な2chあるいは4chのマルチアンプシステムの制御ユニットです。

PiPA5756D に搭載されている TAS5756 には miniDSP 機能が内蔵されており、ディジタルフィルタによるチャ

ンネルデバイダーとして動作させることができます。本機では各種の設定のために PC は不要で、スタンドア

ロンで簡易に扱えます。Raspberry Pi をオーディオソースとしたマルチアンプシステムをオキラクに構築す

るのに適しているでしょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

完成例（一列ピンのＬＣＤ(2004 タイプ）を 

   取り付けた例） 

 

 

                       

                          図 PiPA5756D と RaspberryPi を組み合わせた例 

２．仕様(Specification) 
表 主な仕様(Specification) 

機能 

Function 

PiPA5756D の制御基板 

 （2ch あるいは 4ch のチャンネルデバイダー＆パワーアンプを構成） 

仕様＆特徴 

Spec. and 

features. 

・最大２枚の PiPA5756D を接続可能。 

・一列ピンタイプの LCD(2004）あるいは 2 列ピンタイプの LCD(SC2004)が接続

可能。 

以下、PiPA5756D での設定項目 

・フィルター種類：バターワース、リンクウィッツ・ライリー 

・遮断特性：-12,-24,-36,-48dB/oct から選択 

・ディジタルボリューム機能(-103dB～0dB／0.5dB ステップ) 

・入力 PCM フォーマット I2C,LJ,RJ16-32。 

・Raspberry Pi に直結可能 

必要電源 

POWER 

・5V の単一電源で動作可 

基板仕様 FR4、厚さ 1.6mm、銅箔厚 70μm、金メッキ、サイズは巻末 
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３.基本的な使い方 
 基本的な使い方は本基板に１枚の PiPA575D を接続してつかう方法で、下図に示すように 3D システムで使

う方法や、2WAY のスピーカをマルチアンプで使う方法等があります。オーディオソースとしては Raspberry 

Pi はもちろんのこと、他の PCM 出力の DAI（Digital Audio Interface)が使用可能です。 

 

Dual I2C

Controller

PiPA5756D

Stereo

Speaker

Sub-Woofer

CN2

OUT1

OUT2
I2C-1

CN3
I2C-2

Raspberry Pi

VOLUMIO
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CH#1

CH#2

4ch Multi-Amp 
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N.C

Audio Source(PCM)

RasPi or Other DAI

  
 

図 基本的な使用方法例（１枚の PiPA5756D を接続） 

 

 さらに本基板に PiPA5756D を２枚接続した場合は、最大で 4WAY のスピーカをマルチアンプシステムで使用

することが可能です。 

 

Dual I2C

Controller

PiPA5756D

CN2
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PiPA5756D
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MultiWay
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Audio Source(PCM)

RasPi or Other DAI

  
図 使用方法例（2１枚の PiPA5756D を接続） 

 

 本基板の最大の特徴は、マルチアンプシステムを構築した場合のクロスオーバ周波数や遮断特性をきめ細

かく設定できるところにあります。アナログの LCR フィルタを用いたネットワークでは特性を変更するのは

大変です。この基板類でマルチアンプシステムを体験してはいかがでしょうか。
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４．端子機能 
(1)基板端子機能 

本基板における基板端子の機能を以下に示します。P1～3 は電源に関する基板端子になります。一般には

P1,P2 を用いて 5V を供給します。PiPA5756D から供給すればいいでしょう。 

 

 
図 本基板での基板端子位置 

 

表 基板端子機能 

No 機能 内容 備考 

P1 5V ディジタル５V電源入力 

P2 GND 電源 GND 

P3 3.3V ディジタル 3.3V 電源出力 

P1,P2 を用いて 5V を供給します。PiPA5756D か

ら供給すればいいでしょう。 

 

(2)コネクタ機能 

本基板におけるコネクタの機能を以下に示します。 

 

  
図 本基板でのコネクタ配置 

 

(i)CN1 

 CN1 は 14pin タイプの液晶（SC1602,SC2004)を接続する場合に用います。フラットケーブルを用いて配線

した場合に偶数ピンと奇数ピンが入れ替わることを考慮して３列配置にしています（中央が奇数ピン）。本基

板でのコントローラはSC2004などの20×4のLCDの接続を前提としています。このとき、JP1の設定は「2-VDD」

側にしてください。 

 

表 CN1 の端子機能(LCD connector for SC2004)(*) 

PIN 機能 説明 PIN 機能 説明 

1 VSS GND 2 VDD 3.3 or 5.0V 

3 VC LCD コントランス用(VR1 で調整） 4 RS LCD RS 

5 GND GND 6 E LCD E 

7 GND GND (LCD ﾃﾞｰﾀ D0) 8 GND (LCD ﾃﾞｰﾀ D1) 

9 GND GND (LCD ﾃﾞｰﾀ D2) 10 GND (LCD ﾃﾞｰﾀ D3) 

11 DB4 LCD ﾃﾞｰﾀ D4 12 DB5 LCD ﾃﾞｰﾀ D5 

13 DB6 LCD ﾃﾞｰﾀ D6 14 DB7 LCD ﾃﾞｰﾀ D7 

(*)JP1 の設定は「2-VDD」としてください。 
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(ii)CN2,CN3 

 CN2,CN3 は I2C 通信ポートになり、それぞれが PORT-1、PORT-2 になります。PORT-1 に接続した PiPA5756D

が CH#1,CH#2 に、PORT-2 に接続した PiPA5756D が CH#3,CH#4 になります。 

 

表 CN2,3 の機能 

PIN 機能 説明 

1 GND GND 

2 SCL I2C 通信クロック 

3 SDA I2C 通信データ 

4 V V （基板内 3.3V に接続） 

 

(iii)CN4 

 外部拡張用の I/O 端子になりますが、本基板では使用しません。 

 

表 CN4 の機能 

Pin 機能 Pin 機能 

1 GND 2 GND 

3 IOO-7 4 IOO-6 

5 IOO-5 6 IOO-4 

7 IOO-3 8 IOO-2 

9 IOO-1 10 IOO-0 

11 IO1-7 12 IO1-6 

13 IO1-5 14 IO1-4 

15 IO1-3 16 IO1-2 

17 IO1-1 18 IO1-0 

19 VDD(3.3V) 20 VDD(3.3V) 

 

(3)ジャンパー機能 

本基板におけるジャンパーの機能を以下に示します。 

 
図 本基板でのジャンパー端子 

(i)JP1 

 JP１は CN1 に LCD を接続する場合の、CN1 の VDD 配置を設定します。CN1 を使用する場合は使用する

ＬＣＤにあわせて接続します。使用する場合は SC2004 になるので、「2-VDD」側を接続します。 

 

表 JP1 の設定 

 機能 説明 

1-VDD CN1-p1 を VDD、CN1-p2

を GND に設定します。

SC1602 を接続す

る場合の設定。 

2-VDD CN1-p2 を VDD、CN1-p1

を GND に設定します 

SC2004 を接続す

る場合の設定。 

 

(ii)JP2 

 JP2 は LCD の電源ラインのジャンパーになります。１列ピンタイプの 2004 タイプ LCD は入力ロジックレベ

ルのHレベルがSC2004に比べて若干高いので電源電圧を5Vで使用した場合には、PICの電源電圧である3.3V

ではＨレベルを満たすことができません。そのため、D1（ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ）を電源ラインに挿入することで LCD に加

わる電圧を約 0.6V 下げて使用しています。 
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 それに対して SC2004 を 5V で使用した場合では、ロジックレベル”Ｈ”は 3.3V でも十分なので D1 不要に

なります。すでに D1 を実装している場合に、SC2004 を使用する場合はこの JP2 を使用して D1 をバイパスす

ることができます。次表に用いるＬＣＤによる設定例を示します。 

 

表 用いる LCD と D1,D2 と JP2 の設定 

用いるＬＣＤ D1(*) D2(*) JP2 

１列ピンの 2004 タイプの LCD

（AMAZON などで極めて安価に購

入可能） 

有り ジャンパ 

（短絡） 

開放 

SC2004（秋月などで購入可能なも

の） 

× 

（実装不問）

× 

（実装不問）

短絡 

(*)上表では用いるﾀﾞｲｵｰﾄﾞは一般のｼﾘｺﾝ整流ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ（電圧降下 0.6V）を想定しています。電圧降下の小さいﾀﾞ

ｲｵｰﾄﾞ（例えばショットキータイプなど）を用いる場合は、D1 のみでは十分な電圧降下が見込めないため、D1

に加えて D2 も実装してください。 

 

(iii)JP3 

 JP3 は LCD に供給する電源電圧を設定します。使用する LCD にあわせて接続します。 

  

Table JP3 LCD voltage select 

 Content 

3.3 LCD POWER SUPPLY 3.3V 

5.0 LCD POWER SUPPLY 5.0V 
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４．部品表例 
 DUAL I2C CONTROLLER への実装部品表例を示します。部品表例は１列ピンの LCD(2004)を使用する場合とし

ています。 

表 部品表例 

品名 番号 規格 仕様 個数 備考 

抵抗 Ra チップ抵抗 51Ω 4 2012,1608 サイズ 

 Rb チップ抵抗 47kΩ 1 2012,1608 サイズ 

 Rc チップ抵抗 1kΩ 4 2012,1608 サイズ 

可変抵抗 VR1 １回転サーメット 10-50kΩ(B) 1 LCD コントラスト 

 VR2 １回転サーメット 10-50kΩ(B) 1 ボリューム調整用 

 VR3 １回転サーメット 10-50kΩ(B) 不要  

コンデンサ C1,2 ﾌｨﾙﾑｺﾝﾃﾞﾝｻ 15-22p 2 セラミックでもよい 

 Cp ﾁｯﾌﾟｾﾗﾐｯｸ 0.1uF 

耐圧 25V 

8 2012,1608 サイズ 

耐圧 10V 以上 

 Cc ﾁｯﾌﾟｾﾗﾐｯｸ 10uF 

耐圧 25V 

1(*1) 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻも可 

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D1 一般整流用 IN4007 など 1 汎用品（Vf=0.6V） 

 D2   ｼﾞｬﾝﾊﾟ接続  

IC IC1 28PIN マイコン PIC18F など 1 "DI2C-5756D"+      

 IC2 電圧ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ 3.3V 48M033 など 1 7800 と同じピン配置 

 IC3 I/O ｴｸｽﾊﾟﾝﾀﾞ PCA9539 不要  

水晶 XT1  10MHz 1  

SW SW1-4 タクトスイッチ  4 (*2) 

 SW5,6 タクトスイッチ  不要 (*2) 

LCD LCD1  SC2004 or 

2004 

1 (*3) 

基板  DUAL I2C CONT.  1  

※ハッチング部がキットに付属。 

 

 

(*1)～(*2)については秋月電子で入手可能です。(*3)は秋月での SC2004 でも使用可能ですが、AMAZON 等で

購入できる LCD(2004 タイプ)が本基板の形状にも適合しますし、コスト的にも優位でしょう（但し品質にば

らつきがある点は考慮必要）。 

 

(*1) [GRM32DF51H106ZA01] 10uF/50V 

 
 

(*1) [GRM31CB31E106KA75L] 10uF/25V 
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(*2) タクトスイッチ／各色あります。 

 
 

 

(*3)本基板で使用可能な LCD について 

・本基板では２種類の 2004 タイプ（20桁×4行）の LCD を使用することができます。 

(i)2004 タイプ 

 Amazon 等でみかける 2004 タイプの LCD です。接続端子が LCD1 シルクの上側の 16pin の 1 列ピンになって

います。この LCD は 5V で使用しますが、ロジック入力の H電圧レベルが高いため、VDD を若干下げて使用す

る必要があります。そのため D1 を実装して LCD の電源電圧を約 0.6V 低圧させて約 4.4V で動作させます。本

基板でのレイアウトは主にこの LCD を使用することを前提においています。 

 

 
 

(ii)SC2004 シリーズ 

 秋月電子等で購入できる SC2004 です。接続端子がシルクで LCD1 の左側の 14pin の 2 列ピンになっていま

す。SC2004 の場合は VDD が Pin2、GND が Pin1 になります。CN1 を用いて接続します。本基板ではこの LCD を

用いる場合はフラットケーブルで接続することを前提においています。 
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５．接続方法 
(1)PiPA5756D との接続(１枚目を接続する） 

 下図を参考にして接続します。DUAL I2C CONT.基板は PiPA5756D から電源が供給されるものとします。な

お PiPA5756D の PIC は不要です。また R3,R4(I2C 信号のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗）は不要なのでとりはずすか、あるいは

47kΩ～100kΩ程度の高いものに取り替えてください（万が一、基板間の接続が切れても I2C の入力端子がﾌ

ﾛｰﾄにならないようにするための処置）。1 枚目を接続する場合の注意点としては、PiPA5756D の LRCK 信号を

DUAL I2C CONT.基板の「C0」部分に接続する必要があります。これは、PiPA5756D の動作周波数（ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

周波数）を検知してﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀの定数更新が必要なためです。 

 
SCL

SDA

5V GND

LRCK

PiPA5756D 1枚目

 
図 DUAL I2C CONT.基板と PiPA5756D(１枚目）との接続。 

・PiPA5756D の I2C 信号の接続箇所は基板上に SDA,SCL のシルクがありますので、そこから接続します。  

・I2C 通信での GND ラインの接続は電源ラインの GND でつながっているため省略しています。 

 

LRCK

S
C
L

S
D
A

GND

5V

G
N
D

  
図 PiPA5756D からの配線状況（参考） 
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(2) PiPA5756D との接続(２枚目を接続する場合） 

 (1)の１枚目に加えて下図を参考にして追加接続します。なお PiPA5756D の PIC は不要です。また R3,R4(I2C

信号のﾌﾟﾙｱｯﾌﾟ抵抗）は１枚目と同様にとりはずすか、あるいは 47kΩ～100kΩ程度の高いものに取り替えて

ください。 
SCL

SDA

SCL

SDA

PiPA5756D ２枚目

 
図 DUAL I2C CONT.基板と PiPA5756D(２枚目）との追加接続。 

I2C 通信での GND ラインの接続は電源ラインの GND でつながっているため省略しています。 
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６．基板パターン 
(1)シルク 

 
図 シルク 

(2)配線パターン（部品面） 

 
図 部品面パターン 
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(3)配線パターン（半田面：部品面より透視） 

 
図 半田面パターン＋半田面シルク 
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７．回路図 
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８．基板寸法 
  本基板サイズは”STD“になります。 

 

表 寸法 単位 mm/(mil) ※1mil=25.4/1000mm 

 name A B t H a b c,d 

 STD-S 119.4 

(4700) 

43.2 

(1700) 

1.6 3.5 

(138) 

111.8 

(4400) 

35.6 

(1400) 

3.8 

(150) 

✔ STD 119.4 

(4700) 

81.3 

(3200) 

1.6 3.5 

(138) 

111.8 

(4400) 

73.7 

(2900) 

3.8 

(150) 

 STD-H 81.3 

(3200) 

59.7 

(2350) 

1.6 3.5 

(138) 

73.7 

(2900) 

52.1 

(2050) 

3.8 

(150) 

 WIDE 144.8 

(5700) 

101.6 

(4000) 

1.6 3.5 

(138) 

137.2 

(5400) 

94.0 

(3700) 

3.8 

(150) 

 None        

A

B

a

b

c

d

H

t
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９．機能設定 
以下に本基板での機能設定の操作方法について説明します。操作方法は基本的には DIV5142 と同じですので、

詳細はそちらも参考にしてください。 

 

 DIV5142 製作マニュアル： http://www.easyaudiokit.com/bekkan/manual/DIV5142Manual.pdf 

 

(1)操作用スイッチ 

 操作スイッチのそれぞれの役割は下表のようになります。 

 

表 制御スイッチの機能と説明（フルファンクションモード） 

SW 名 名称 機能 説明 

SW4 PARA+ PARAMETER(INC) 設定項目のパラメータを１つ変更（＋１） 

SW3 PARA- PARAMETER(DEC) 設定項目のパラメータを１つ変更（－１） 

SW2 TERM+ MENU TERM(INC) 設定項目を変更（＋１） 

SW1 TERM- MENU TERM(DEC) 設定項目を変更（－１） 

 

(2 操作方法 

設定項目(TERM）およびパラメータ（PARA)スイッチを用いて各種の機能を設定します。電源投入時は

必ず設定項目 TOP（FRONT PAGE)となりますので、設定項目スイッチにより設定したい項目を変更してく

ださい。下記に設定項目と変更可能なパラメータおよび、LCD 表示器の説明を行います。 

 

表 LCD 表示と操作法 

設定 

項目 

表示例および説明 変更可能 

パラメータ 

FRONT PAGE  通常立ち上がった時の画面

です。ATTENATION と入力周波

数を表示します。最下段はフ

ィルターの状態です。入力 CH

は外部入力のみであるので

EXT IN としています。 

 

２．フィルタ

ー周波数、ゲ

イン設定 

このページで HPF,LPF,.ゲ

インを設定します。各 CHで独

立して設定が可能です。表示

は文字数抑えるため２５００

は 2k5 と表示しています。 

 ゲインは-20～＋３ｄＢで

0.5dB 毎に設定可能ですが、＋

側にするときは DAC の出力が

飽和する場合があります。通

常は－側だけで使用します。

”＜”で表示されているとこ

ろが変更箇所になります。

TERM スイッチで切り替えま

す。 

３．フィルタ

ータイプ選

択 

 

フィルタータイプとしてバタ

ーワースとリンクウイッツ・

ライリーの２種類から選択し

ます。既定値はバターワース

になります。 
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設定 

項目 

表示例および説明 変更可能 

パラメータ 

４．バイクワ

ッドフィル

ター次数選

択 

フィルタの次数を下記から選

択します。 

2 次（-12dB/oct) 

4 次（-24dB/oct)、 

6 次（-36dB/oct) 

8 次（-48dB/oct) 

リンクウイッツ・ ライリーの

場合は 2,4,8 次のみになりま

す。既定値は４次です。 

５．フィルタ

ーテーブル

選択 

フィルターの遮断周波数は決

められた周波数帯を１０２分

割したテーブルに基づいて設

定しています。その周波数帯

を４つのテーブルから選択し

ます。 
１）４０～２００００Hz（既定値）

２）４０～１００００Hz 

３）４０～ ５７００Hz 

４）４０～ ３５００Hz 

６．出力形式

選択 

 出力をステレオあるいは

MONO にするかを選択します。

通常は STEREO を選択します

が、サブウーハなど１個だけ

を用いる場合はMONOを選択す

ればいいでしょう。既定値は

STEREO です。 

”＜”で表示されているとこ

ろが変更箇所になります。

TERM スイッチで切り替えま

す。 

７．チャンネ

ル連動選択 

 

 各チャンネルの遮断周波数

はばらばらに設定できますが、

隣のチャンネル間のそれぞれ

のHPFとLPFを連動して操作し

たい場合はここで ON を選択し

ます。OFF にすれば、各遮断周

波数はばらばらで動きます（既

定値は ON)。 

”＜”で表示されているところ

が変更箇所になります。TERM

スイッチで切り替えます。 

８．ボリュー

ム選択 

 ボリュームを可変抵抗（VR)

で設定するか、あるいはキー

（SW）で設定するかを選択しま

す。キー（SW)を選択した場合

は、フロントページにて PARA

スイッチにて変更ができます。

既定値は VR です。 
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設定 

項目 

表示例および説明 変更可能 

パラメータ 

９．入力フォ

ーマット選

択 

入力フォーマットを下記から

選択します。 
１）I2S （既定値） 

２）LEFT JUSTIFIED 

３）RIGHT JUSTIFIED １６Bit 

４）RIGHT JUSTIFIED ２０Bi 

５）RIGHT JUSTIFIED ２４Bit 

６）RIGHT JUSTIFIED ３２Bit 

１０．フロン

トページリ

ターン速度 

 キー操作が一定時間無い場

合、自動的にフロントページ

に移動する時間を設定しま

す。 
１）＃０ RETURN OFF 

 （既定値） 

自動では戻りません。 

２）＃１ FAST RETURN 

３）＃２ MID  RETURN 

４）＄３ SLOW RETURN 

１１．ソフト

ウエアバー

ジョン情報 

 PIC 内のソフトウエアのバ

ージョン情報です。 

１２．初期リ

セット 

 この画面が表示されている

ときに、PARA+スイッチを押す

とシステムの初期化を行いま

す。すべてが既定値に設定さ

れます。 

 

【参考】 

 本基板では電源起動時に PiPA5756D が接続されているかどうかを自動で判断します。本基板の CN2 あ

るいは CN3 に PiPA5756D が接続されているかどうかは、電源投入時の最初に LCD に表示されます。 

下記の表示例では CN2 に PiPA5756D が接続されており”ACTIVE Board"になっており、CN3 には接続され

ていないので、"NOT Connected”となっています。したがって PiPA5756D を接続しているにもかかわら

ず"NOT Connected”と表示される場合は、PiPA5756D の製作不良等が考えれます。 

 

図 電源投入時のＬＣＤの表示例 

(CN2 に PiPA5756D が接続されていることが示されています）。 
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１０．【重要】基板修正情報 

 v1基板に一列ピンLCDのバックライトのカソード接続"K"がGNDに接続されていないミスがあります。

バックライトを使用する場合は下記の修正を行ってください。 

       

 図 修正箇所                     図 修正例 

黄色矢印の部分が GND に接続されていません       近くのレジストを剥いでベタ GND 部へ 

                           半田ジャンパー。 

１１．補足 
 本基板の 3.3V レギュレータ(IC2)の出力には電解ｺﾝﾃﾞﾝｻをとりつけていません。各 IC にはパスコンを実装

しているので動作としては問題ありませんが、ボリューム表示がやや不安定になる場合があります。その場

合は IC2 の出力に 10～100uF 程度の電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ（耐圧は 6.3V でＯＫ）を実装してください。 

 

＋ ー 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ

(10～100uF程度）

 
 

図 IC2 に電解ｺﾝﾃﾞﾝｻを追加で実装する場合の例 

             

１２．編集履歴 

Revision DATE CONTENT 

R1 2019.7.31 初版 

   

   

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


